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6. 参考資料／入手資料リスト 

調査名： タンザニア国ザンジバル地域配電網強化計画準備調査（その２） 

番号 名 称 
形態 

図書・ビデオ・

地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･

ｺﾋﾟｰ 発  行  機  関 発行年 

1 25MW EMRGENCY POWER AND BACK Report for 
DPs.doc 図書 コピー ZECO Sep. 2010 

2 Meteorological Data in Zanzibar 図書 コピー TANZANIA METEOROLOGICAL 
AGENCY ZANZIBAR OFFICE 2009 

3 
Screening Report with Terms of Reference and Guidelines for 
Abbreviated Resettlement Plan for Reinforcement of Power 
Distribution Project, Zanzibar 

図書 コピー Department of Environment (DOE) Sep. 2009 

4 
END-TERM REVIEW OF THE SWEDISH SUPPORT TO 
THE ZANZIBAR ENERGY SECTOR 2007-2009 
FINAL REPORT 

図書 コピー Ingvar Spanne Jun. 2010 

5 Zanzibar Energy Policy 図書 コピー Ministry of Water, Construction, Energy and 
Lands Dec. 2009 

6 33kV and 11kV Single Line Diagram 図面 コピー ZECO Sep. 2010 

7 Single Line Diagram and Specification of Equipments in 
Mtoni Substation 図書 コピー ZECO Oct. 2010 

8 ZECO Construction Vehicle in Unguja 図書 コピー ZECO Oct. 2010 

9 Mpendae 33/11kV Substations & Networks Rehabilitation 
Project Contract Draft 図書 コピー Pauwels International Oct. 2008 

10 Rural Electrification Plan 図書 コピー Ministry of Water, Construction, Energy and 
Lands Jul. 2010 

11 
Workable Study for the Second Submarine Interconnector 
Between Unguja Island and Ubungo Power Station Dar es 
Salaam 

図書 コピー NORPLAN Nov. 2006 

12 Financial Statement for the Year Ended 30th June 2009 図書 コピー ZECO Jun. 2009 
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番号 名 称 
形態 

図書・ビデオ・

地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･

ｺﾋﾟｰ 発  行  機  関 発行年 

13 Terms of Reference End-review of the Phase IV and 
Extension of the Zanzibar Rural Electrification Project 図書 コピー Norad Oct. 2008 

14 Business Plan 2008/09 to 2010/11 図書 コピー ZECO Sep. 2009 

15 Environmental Impact Assessment (Guidelines and 
Procedures) 図書 コピー Department of Environment (DOE) 2010 

16 Zanzibar Strategy for Growth and Reduction of Poverty 
(ZSGRP) 図書 コピー The Revolutionary Government of Zanzibar 2007 

17 Zanzibar Strategy for Growth and Reduction of Poverty: 
2010-2015 (ZSGRP II) MKUZA II Draft 図書 コピー The Revolutionary Government of Zanzibar 2010 

18 Zanzibar’s Growth Strategy (2006-2015) Final Report 図書 コピー Ministry of Finance and Economic Affaires 2007 

19 Zanzibar Vision 2020 図書 コピー The Revolutionary Government of Zanzibar 2000 

20 Zanzibar Statistical Abstract 2007 図書 コピー Office of Chief Government Statistician 
Zanzibar 2008 

21 EIA Final Report 図書 コピー ZECO Dec. 2010 

22 RAP Final Report 図書 コピー ZECO Jan. 2011 
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7. 相手国からのレター関連 

(1) Mtoni変電所の変圧器追加要請に関するレター（ZECO） 
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(2) 渡り鳥への影響に関するレター（農業・畜産・環境省） 
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(3) 渡り鳥への影響に関するレター（ZECO） 
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(4) 供与機材の承認及び据付に関するレター（JICA Study Team） 
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(5) 供与機材の承認及び据付に関するレター（ZECO） 
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8. 電力潮流解析の検討 

 

１．検討条件 

 

1.1 配電系統 

既設33kV配電線から計画対象地域への配電ルートは、本文3-2-2-3(4)に示す通りで

ある。 

 

1.2 電圧、周波数 及び負荷の力率 

・ 系統電圧： 33kV、三相三線式、電柱架空配電方式 

・ 周波数： 50Hz 

・ 負荷力率： 0.8 

 

1.3 負荷条件 

計画対象地域の負荷は、ザンジバル電力公社（ZECO）より提供のあった33 kV/11 kV

配電系統図及び同系統上の配電変圧器容量を基に、2005年～2008年の平均負荷率60%

を乗じた負荷を適用する。 

 

1.4 電線サイズ・線路定数 

既設及び新設配電線の種類及び線路定数は、以下のとおりとする。 

 

電線サイズ 適用区間 
交流導体抵抗 

R [Ω/km] 
ﾘｱｸﾀﾝｽ 

X [Ω/km] 
ｷｬﾊﾟｼﾀﾝｽ 

C [μF/km] 
ACSR 50 mm2 既設 Fumba ﾙｰﾄ 0.467 0.212 0.022 
ACSR 100 mm2 既設/新設北ﾙｰﾄ 

既設/新設南ﾙｰﾄ 
既設/新設 Fumba ﾙｰﾄ 

0.267 0.185 0.021 

ACSR 150 mm2 新設 Fumba ﾙｰﾄ 
（代替検討用） 

0.169 0.178 0.020 

ABC 3x150mm2 新設北ﾙｰﾄ 
新設南ﾙｰﾄ 
新設 Fumba ﾙｰﾄ 

0.206 0.124 0.228 

 

1.5 電圧降下の計算方法 

（１） 計算手法 

・ 線路定数（R+jX）及び負荷電流(IP -jIQ)共に、複素数として扱う。 

・ 電圧降下： △V=(IP・R+IQ・X)+j(IP・X -IQ・R) 

 

 

 

 

配電端            受電端 
         ∧∧∧    ∩∩∩ 

VS VR 

(遅れ分を ― で扱う。) 

I= IP - jIQ 

Z=R + jX 
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VR  = VS – I x Z  △V = I x Z(電圧降下) 

△V = (IP - jIQ) x (R + jX) 

= IP ・R + IP ・jX - jIQ ・R - jIQ ・jX  j2 = -1 

= (IP ・R + IQ ・X) + j(IP ・X -IQ ・R) 

 

 

・ 但し、上式の第 2 項目は電源電圧に対し直角成分であり影響が小さいため無視する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

よって、三相三線式配電線の電圧降下は、△V=√3(IP ・R + IQ ・X) として求める。 

 

（２） 均等配分負荷扱い 

同一線種の配電線に均等に負荷が分布している場合の末端の電圧降下は， 配電線

中央点に全負荷が集中した場合の電圧降下に等しいものとする。 

 

1.6 計算条件 

電力系統解析支援システム（Castle）を利用し、以下の3つの条件で潮流計算を行う。 

 

条件A： 現状 

条件B： 本計画完了時（Mwanyanya変電所、Welezo変電所及び新設33kV配電線追加） 

条件C： 本計画完了時（条件BにおいてFumbaルートのみ150mm2とした場合） 

 

２．解析結果 

電力系統解析支援システム（Castle）を利用した潮流解析結果を図 A8-1 から図 A8-3

に示す。また、同結果により算出された各ルートの末端電圧を下表に示す。 

 

 配電端電圧 

受電端電圧 

同位相成分 

(Ip・R + IQ・X) 

直角成分 

(Ip・X - IQ・R) 

同位相成分 直角成分 



 
 

 A-8-3 

33 kV配電線ルートの潮流計算結果 

電線サイズ 
末端電圧（kV） 

ｶｯｺ内は公称電圧（33kV）に対する電圧降下率（%） 条

件 
北ﾙｰﾄ 南ﾙｰﾄ Fumba 

ﾙｰﾄ 
ABC ｹｰﾌﾞﾙ 
区間 

北ﾙｰﾄ 南ﾙｰﾄ Fumba ﾙｰﾄ 

損失 
（MW） 

A 
ACSR 

100mm2 
ACSR 

100mm2 
ACSR 
50mm2 

－ 25.9  (-21.57) 26.3  (-20.45) 32.2  
(-2.49
) 

7.2 

B 
ACSR 

100mm2 
ACSR 

100mm2 
ACSR 

100mm2 
ABC 

3x150mm2 
28.9  (-12.56) 26.9  (-18.63) 32.2  

(-2.57
) 

4.6 

C 
ACSR 

100mm2 
ACSR 

100mm2 
ACSR 

150mm2 
ABC 

3x150mm2 
28.9  (-12.56) 26.9  (-18.63) 32.2  

(-2.36
) 

4.5 

 

上記結果において条件AとBを比較すると、本計画の実施により、北ルート及び南ルー

トの末端電圧は改善される。Fumbaルートについては、Mpendae変電所（ベルギー支援

により2011年完成予定、7.5 MVAx2台）及び空港新ターミナルビル（2015年完成予定、

5.5MVA）の負荷を見込んでいることから末端電圧値は若干下がっているが、許容範囲内

（±10%）に納まっている。また、条件BとCを比較するとFumbaルートの電線サイズ

を ACSR150mm2とした場合の末端電圧はほぼ同じであり、条件 C によるインパクトは小

さい。 

以上から、本計画では条件Bに沿った電線サイズを適用する。ただし、本計画完了時も

北ルート及び南ルートの末端電圧は許容範囲を超えていることから、以下の電圧降下対

策を講じることにより、需要家への安定した電力供給が可能と想定される。 

① Mtoni変電所の132/33kV変圧器のタップを可能な限りマイナス側へ調整する。 

② 北ルート及び南ルート上の配電変圧器のタップを可能な限りマイナス側へ調

整する。 

また、本計算により電力潮流を下表に示す。表中の赤字は電線の定格容量を超過した過

負荷状態を示す。同表より、新設北ルート及び新設南ルートを建設することにより、負

荷が分散し、現状の過負荷状態が緩和される。ただし、現在も本計算のとおり力率は約

0.7と低い値となっており、将来的には需要の増加に伴い 132 kV 端末である Mtoni 変

電所132 kV母線にキャパシター（電力用コンデンサー）を設置する等、ZECOにて対策

のための設備投資が必要となる。このため、今後の需要増の実績と末端電圧の測定記録

等から、具体的な対策時期を検討することが望ましい。 

本計画完了時に想定される33kV配電線の電力潮流 

想定負荷 利用率 想定負荷 利用率
MVA A MVA % MVA %

既設北ﾙｰﾄ 33kV ACSR100mm2 15.6 273 29.1 186.5 14.0 89.5
新設北ﾙｰﾄ 33kV ACSR100mm2 15.6 273 - - 14.5 92.7
既設南ﾙｰﾄ 33kV ACSR100mm2 15.6 273 18.8 120.3 11.9 76.6
新設南ﾙｰﾄ 33kV ACSR100mm2 15.6 273 - - 10.1 64.9
既設Fumbaﾙｰﾄ 33kV ACSR50mm2 9.1 160 4.8 52.3 - -

新設Fumbaﾙｰﾄ 33kV ACSR100mm2 15.6 273 - - 9.7 62.4

【条件A】
現状（2010年）

【条件B】
本計画完了時（2013年）

ﾌｨｰﾀﾞｰ名 電圧 電線
定格容量
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図A8-1： 潮流解析結果（現状） 

図A8-2： 潮流解析結果（本計画完了時） 

図A8-3： 潮流解析結果（本計画完了時、Fumbaルート：150mm2の場合） 

以上 
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図A8-1： 潮流解析結果（現状） 
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図A8-2： 潮流解析結果（本計画完了時） 
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図A8-3： 潮流解析結果（本計画完了時、Fumbaルート：150mm2の場合） 
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9. EIA 認証書 
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